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講座名・職名 

Course Title・Job Title 
ヨーロッパ・アメリカＩ、教授 

氏名 Name 杉田米行 

専門分野Academic Field 現代アメリカ史、日本医療保険、日本の外交 

 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject 
日本の安全保障政策、日本医療保険制度史、日朝米関係 

今年度は主に以下のテーマで研究を行った。 

Ａ．1920 年代から 1950 年代の日本医療保険制度史の分析：世界システムの変遷とその中における日本の 位置づけ・

日米関係が日本国内の医療保険制度の発展に与えた影響を検証した。  

Ｂ．小泉純一郎政権の安全保障政策に関する分析：戦後日本安全保障政策の連続性と非連続性を分析した。 Ｃ．小泉

総理の第１次訪朝と日米関係に関する分析した。  

Ｄ．以上のことを総合し、国際関係と日本医療保険制度・医療全般を統合的にとらえる視 点の模索をおこなった。 

E.アメリカ研究と英語の両方を同時に勉強できるようなユニークな教科書作成に取り組んだ。 

（成果） 

1. Yoneyuki Sugita, “US-Japan Relations in transition: From Cold War to post-Cold War,” in Yoneyuki Sugita ed., Toward a 

More Amicable Asia-Pacific Region:Japan’s Role (Lanham, MD: University Press of America, forthcoming). 

2. 杉田米行編著「世界における日本の地位と医療保険の変遷, 1920年代～1940年代初期《杉田米行編『ア

ジア太平洋地域の複眼的分析：歴史と展望』（東京：明石書店、近刊） 

3. Yoneyuki Sugita, “Symbiotic Relationship between Japan’s Status in the World and Changes in the Nature of Medical 

Insurance from the 1920s to the Early 1940s,” in Yoneyuki Sugita ed.,Japan Viewed from Interdisciplinary Perspectives: 

History and Prospect (Lanham, MD: Lexington Books, forthcoming).  

4. Mayako Shimamoto, Koji Ito, and Yoneyuki Sugita, Historical Dictionary of Japanese Foreign Policy (Lanham, MD: The 

Scarecrow Press, forthcoming).  

5. Yoneyuki Sugita, "'Fairness' and Japanese Government Subsidies for Sickness Insurances," Japan Studies 

Review (forthcoming)  

6. 杉田米行編『アメリカ観の変遷 上巻（人文系）』（大学教育出版、2014年 10月） 

7. 杉田米行編『アメリカ観の変遷 下巻（社会科学系）』（大学教育出版、2014年 10月） 

8. M. スコット・ブルックス＆杉田米行『アメリカ合衆国の連邦休日を英語で学ぼう』（大学教育出版、2014年 10月） 

9. 山西敏博・杉田米行『15週間で英語力倊増』（大学教育出版、2014年 5月） 

10. Yoneyuki Sugita, “The Beveridge Report and Japan,” Social Work in Public Health 29:1 (2014), pp. 148-61.  

11. “Yoshida Doctrine is a myth”Japantoday.com 29 April 2014. 

 


